
　（参考様式４） 事業所名 グループホームくまの

目標達成計画 作成日：　令和　８　年　２　月　１３　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 18

日常的な記録は入力出来ているが、事故防止の
観点からみると情報共有がきちんと出来ていな
い。
事故が起きそうな(ヒヤリハット)に気付づき口頭で
の申し送りは出来ているがそれを記録として残せ
ておらず、情報共有が出来ていない職員が多い。

職員1人1人がヒヤリハットに気づいた時、タブ
レットに残し、全職員に情報共有が出来るよう
になる。
その情報をもとに事故防止、同じような事故の
再発防止、職員の意識付けをしていく。

・ヒヤリハットに気づき職員から報告、申し送りが
　あった際タブレット入力が出来ているか確認をする。
・ヒヤリハットの基準が職員によって違う為、自身が
　ヒヤッとしたこと、事故になりそうだと思った事は小さ
　な事でも記録に残すように伝えていく。

6ヶ月

2
10
11

職員によっては事業所の運営について理解でき
ていない。
意見は求めるが、現状の把握があまりできておら
ず決まった職員からしか意見が出て来ない。

職員全体で運営に関わっていく体制を作る。
様々な職員から多方向の意見を出してもらい
事業所の運営に取り入れていく。
個人目標として経営、運営について学び取り
組んでいけるようにする

・改めて職員に事業所の現状や取り組んでいる内容
　について周知していく。
・普段の現場での業務と運営とのつながりを理解して
　もらいそれを踏まえたうえで利用者様と関われるよう
　に職員に情報の共有をしていく。
・運営に関する自分なりの目標を立ててもらい
　個人目標として半年間取り組めるようにする
・管理者は適宜面談を行い、取り組みへのアドバイス
　や必要があれば軌道修正等を行っていく

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。
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0 自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

企業理念を常に目に入るところに掲示

し、毎朝申し送りの後に唱和をして意識

付けをしている。 

職員会議でも理念に関する事を取り入

れた研修を行ったり、毎年年度初めに

立てる事業所目標にも取り入れたり事

業所内で共有、取り組みを行っている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域とのつながりを感じられるように

日々の通院だけでなく、日常的な買い

物やドライブ、散歩等を行っている。 

昨年同様ボランティアをお呼びしたり、

町内の敬老会にも参加をしたりしてい

る。地域との交流を目標としていたこと

もあり、民生委員さんからお誘いいただ

いた盆踊り大会への参加や町内の保

育園児との交流会を設ける事が出来

た。 

地域行事、地域活動への参加につ

いて報告を行う。 

民生委員様より「こちらとしてもこう

して皆さんにお越しいただけるの

がとても嬉しいです。これからもぜ

ひ参加してください」とお言葉をい

ただく。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

2 ヵ月に一度の会議の際、行事や利用

者様の生活状況等についての報告を

行い、皆様からご意見、ご助言をいた

だいている。いただいたご意見は議事

録に残し事業所内で閲覧できるように

している。話し合いが必要な項目にか

んしては、職員会議等で検討しサービ

スの向上に活かしている。 

民生委員様より「行事の報告だけ

ではなく事故の事も隠さずしっかり

と報告をされていて、良いと思いま

す」 

消防署職員様より「事故が起こっ

た後の対策等をしっかりと検討さ

れていますので、今後も続けてい

ただきたいと思います」とご意見を

いただく。 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

些細な事でも相談をし、密に連絡を取り

合っている。運営推進会議にも役場職

員にご参加いただきご意見、ご助言を

いただいている。役場からお知らせが

あった研修会等にも参加をして情報の

共有を行っている。 

また、運営推進会議後は報告書を必ず

提出している。 

熊野町役場担当者様より「研修に

参加していただいてありがとうござ

います。以前一緒に行った感染症

対策もその後も変わらずされてい

るとのことで安心しております」とお

言葉をいただく。 
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5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束適正委員会を 3 か月に 1 回

開催しており、知らず知らずのうちに身

体拘束になるような事をしていないか、

不適切なケアの排除に向けて、利用者

様 1 人 1 人に対して話し合いを行って

いる。また、身体拘束について正しい知

識を身に付けるために法定研修を受講

している。 

また委員会を通して社内の他事業所の

事例検討、各事業所の振り返りを行っ

ており、適切なケアの提供の実践に努

めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

委員会のメンバーの構成がここの事

業所だけではなくて他事業所の人も

入っているんですね。他事業所の人

と一緒に話合いをするという事は客

観的に事業所を見る事が出来るの

でとても良いと思います。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法定研修の受講だけでなく、広島県地

域包括ケア推進センターが出している

高齢者虐待防止の研修も受講してい

る。定期的に社内のリスクマネジメント

委員会で情報共有を行ったり、ニュー

スや新聞の記事などで得た情報を共有

したりするなど、事業所内の情報だけで

はなく様々なケースにおける事案を学

び虐待の防止に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

高齢者の人は少し触っただけでもす

ぐ傷になってしまいますよね。大変だ

と思いますが気を付けてほしいと思

います。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法定研修で権利擁護について学んでい

る。利用者様の中に日常生活自立支援

事業である「かけはし」を利用されてい

る方がいらっしゃり職員もどういう取り

組みをしているのかというのは理解して

いると思うがその他どういった事業があ

るのかまではまだ学べていないと思う

ので、今後そういった地域資源を学ぶ

機会も設けたい。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に契約を交わす際には、利用者

様と家族様に十分な説明を行い、相違

がないよう理解していただいたうえで締

結となるようにしている。また解約とな

る場合には利用者様、家族様が理解納

得されている事を確認し、解約後に向

けてのフォローも行っている。 
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9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族様との面会の際に利用者様からお

聞きした要望や意見をお聞きし、必要

に応じて対応している。2 ヵ月に 1 回

「よくしよう会」を開催し利用者様からご

意見をいただいている。また、普段の生

活の中の会話でも利用者様から意見を

お聞きしケア、体制等の見直しに役立

てさせていただいている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員さんが足りていないと思われる

のであればまだ出来る事があるんだ

と思います。職員さんは利用者様や

家族様の意見をたくさん聞きたいと

思われるのでしょう。都合もあると思

いますが頑張っていただきたいで

す。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

月に 1 度社内 8 事業所の代表者が集

まる代表者会議において、事業所の運

営に関する話し合いを行っている。その

会議の内容を事業所内で共有し経営に

ついての意見や事業所、会社に対する

提案等をその都度職員から聞いてい

る。また、意見がしやすいような雰囲気

を作る為普段から何気ない事でも相談

してもらうように声をかけている。しかし

意見が出てくる職員は決まっており、職

員によっては自分事としてとらえられて

いない、理解できていない為職員のレ

ベルに合わせて説明を行い、職員全体

から意見をもらいよりよい事業所の運

営にしていかなければならない。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

半年に 1 度、会社の目標、事業所の目

標を達成する為の個人目標を設定し評

価をしている。職員とは適宜面談を行

い、職員の成果や実績に対して評価を

行い、仕事に対するモチベーションの

向上を図っている。給与水準や昇給に

関してもキャリアパス制度を導入してい

る為基準が明確化されている。また、そ

れを就業規則に記載している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員さんから出た意見を参考にして

就業環境の整備をしていただきたい

です。個人目標を設定されている中

で達成できない原因を理解して次に

挑むことが出来たらいいと思いま

す。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の業務姿勢、面談を通して一人一

人のキャパ、力量を把握し、各自役割

を持てるようにしている。必要だと感じ

た場合には内部研修、外部研修の参

加も行っている。法定研修だけではな

く、等級に合わせたオンライン研修も受

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員のスキルアップを目指してとい

う取り組みをされているのはとても良

い事だと思います。 

続けていけたらいいですね。 
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講してもらっている。受講したい研修が

あればシフトの調整等をしてもらう事が

できて、負担なく受講する事が出来てい

る。 

外部研修もこの 1 年同じような研修に

行ってもらっているので、個人のスキル

アップが見込めるような研修にも参加し

てもらえるように調整をしていきたい。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外部研修や地域の研修、勉強会を通し

て他法人の方々との交流や意見交換

を行い、社内や事業所内で共有してい

る。また持ち帰った情報を事業所内の

ケアに取り入れ、事例の検証を行いケ

アの質の向上を図っている。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者様と話をしながら、家事を行った

り、畑仕事をさせていただいたりしてい

る。 

利用者様の生活をサポートさせていた

だいているだけではなく、生活の知恵

や知識を教えていただいている。「何か

出来る事ない？私がしようか？」と利用

者様の方から声をかけてくださり、職員

の事を支えていただいている。 

利用者様からは「私達はもう家族みた

いなものよね」とありがたい言葉をいた

だいたこともある。  

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

感染症が流行していた期間は面会、外

出が出来なかったが、それ以外の期間

では家に帰り家族様と共に過ごされた

り、おいしい食事を食べに行かれたりと

自由に過ごされている。 

定期的にドライブや昔よく行かれていた

ところに出かけられるように努めてい

る。今年は地域行事にも積極的に参加

を行う事ができて「昔はこんなんよく行

きよったわ、懐かしいね」と熊野町内で

生活しているという事を少しでも実感し

家族会会長様より「家族でもできな

いような事をたくさんここではして

いただけるのでとても感謝しており

ます」 

民生委員様より「感染症のこともあ

りますので大変かと思いますが、

やはり利用者様にとっては大変う

れしい事だと思いますので続けて

ほしいと思います」とご意見をいた

だく。 
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ていただく事が出来たのではないかと

思う。 

 

職員体制の事もあり、お連れできる利

用者様の人数が限られ、決まった方ば

かりが外出しているように感じる為、家

族様にも協力していただきたくさんの方

と外出できるような体制を作っていきた

い。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の暮らしの中で、利用者様から要

望や意向をお伺いし日常のケア計画に

反映させていくようにしている。毎月の

職員会議では利用者様一人一人のケ

ア計画を見直し、検討を行い生活がし

やすいように工夫している。 

また入居時には本人様、家族様からこ

れまでの生活環境、どのように過ごした

いか要望をお伺いして日々のケアや環

境整備に活かしている。 

利用者様の中には自分で伝える事が

難しい方もいらっしゃる為小さなアピー

ルを見逃さずしっかりと情報収集を行

い本人の思いに添えるような工夫を行

っている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者様、家族様の希望をお聞きし毎

月の職員会議や個別でのカンファレン

スを開き、他職種で話し合いを行い、介

護計画を作成している。毎月担当の職

員が中心となり介護計画のモニタリン

グを行っており、その方に合ったプラン

への見直しを行っている。 

今年からチームで統一したケアを行い

一つ一つの目標をクリアしていく取り組

みを行っており、その取り組み内容も参

考にしながら介護計画に取り入れてい

る。 

理学療法士の指導についてもケア

プランに反映させている報告を行

う。 

民生委員様より「ここの職員さんだ

けでなくたくさんの人の意見を聞き

ながら計画を立てられているのは

良い事だと思います」とお言葉をい

ただく。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

チームケアってとても大変だと思い

ます。利用者様にとって何が必要な

のかを職員さんが考えられ統一した

ケアをされているのは非常に良い事

だと思います。 
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18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の記録は電子カルテで行ってい

る。記録はすべての職員に情報共有が

でき、それを基に介護計画の見直しに

活かしている。 

日常の記録だけでなくヒヤリハット(事故

になる前のヒヤッとしたこと)を情報共有

する事で事故の予防に繋げている。 

ただ記録として情報を共有できていな

い職員がおり、その都度ヒヤリハット・

介護記録として入力するように声をか

けているが、なかなか定着していかな

い。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎回の会議で報告されているように

事故が起きたらちゃんと対策を立て

られていて良いと思います。ただ職

員さんたちがまだ出来る事があると

思われているのであれば、A 評価に

出来るように記録をしっかりととり、

そこから良いケアに繋げていってほ

しいと思います。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

常に本人様や家族様からの意見や意

向をお聞きし、職員全体でどのようにケ

アに取り入れるか、対応するかを検討

し、出来る限り柔軟にサービスの提供

が出来るように心がけている。 

特に看取り期には本人様と家族様の意

向をその都度確認し、対応させていた

だいている。 

家族会会長様より「何かあればす

ぐに連絡をしていただけるので、安

心しています」 

民生委員様より「人それぞれ対応

の仕方が違うので大変だと思いま

すが頑張ってください」とお言葉を

いただく。 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の皆様にご協力いただいている。

地域のボランティアの受け入れや、地

域カフェへの参加、お声がけいただい

た地域行事への参加も今年はさせてい

ただいた。また今年は町内の保育園児

との交流会も開催する事ができた。年

内には町民会館の担当者様からのお

声がけで園児さんと再度交流する機会

を作る予定となっている。参加される利

用者様が限られてきてしまっているの

で、対策を考えていく。 

民生委員様より「地域カフェに来て

いただいて楽しんでいただけてい

るのならこちらとしても大変うれし

いです。ぜひまた来ていただきた

いと思います」とご意見をいただ

く。 

    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

かかりつけ医とはすでに馴染みの関係

にあり、利用者様の体調も把握されて

おり、信頼関係を築けている。その都度

適切な病院選びを行う早期発見、早期

治療に努めている。 
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通院の担当の職員は電子カルテや申し

送りを通して常に利用者様の体調の変

化を把握し受診に同行している。 

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院時には、サマリー(アセスメントシー

ト)を準備し医療機関に情報提供する事

で入院先での適した支援に繋げてい

る。 

入院先の担当医より入院期間、今後の

見通しについて説明をいただき、看護

師や相談員等と密に連絡をとり情報交

換を行いスムーズな退院に向けて取り

組んでいる。近隣の医療機関の相談員

とは定期的に連絡を取り合うようにして

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院された時に家族だけではなく施

設の方からも病院と連携を取られて

いるのはご家族としても安心だと思

います。ケアがとても大変だと思い

ますが、頑張ってほしいです。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居契約時に、事業所の指針、支援内

容、協力医の対応についての説明を行

い終末期のご意向の確認をしている。

重度化時には、その都度今後について

の話合いを行い今後のケアについての

意向をお聞きし確認しあっている。その

後、職員全体に情報共有を行い、ご意

向に沿った計画書の作成、ケアの提供

を行っている。利用者様がご逝去され

た後に職員から「もっとこうしておけばよ

かった」という意見が出てくる事があり、

今以上に利用者様や家族様の意見を

お伺いし出来る限り対応していきたいと

いう思いがある。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時にきちんと説明をされている

し、充分に出来ているように思いま

す。職員さんも後悔の無いように

日々頑張られているとは思います

が、よりいいケアが出来るように関

わっていかれたらいいのではないか

と思います。 
 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法定研修やオンライン研修で急変時、

事故発生時についての研修を行ってい

る。また毎年救命隊員の方に来ていた

だき救命救急講習を受講している、看

護委員会による、急変や事故発生時の

初期対応などの内部研修や、事業所内

での訓練も定期的に行っている。 
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25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

防災の年間計画に基づき、消防署に要

請を行い、避難訓練、消火訓練、模擬

通報訓練などの防災訓練を年 2 回以

上実施している。各事業所で業務継続

計画を策定しており 5 月に風水害、10

月に地震を想定した訓練を行ってい

る。社内に非常災害対策委員会があり

訓練終了後には各事業所の振り返りを

共有し業務継続計画をブラッシュアップ

させている。非常時に備えて飲料水や

食物の備蓄を行い、定期的に賞味期限

の確認や在庫数の確認を行っている。 

今年は広島県が出している地震 VR な

どを利用し視覚での訓練も行う事が出

来た。 

職員によっては実際の訓練に参加出来

ていない人もいる為、次回の訓練時に

は参加出来るようにシフトの調整を行う

などの工夫をしなければいけない。また

福祉避難所として熊野町との連携もと

っていくようにしたい。 

消防署職員様より「定期的に訓練

をしっかりとされていて良いと思い

ます。昨今様々な災害が起きてい

ますので、たくさんの被害、災害を

想定したよりリアルな訓練をされた

ら良いかと思います」とご意見をい

ただく。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

消防法でも決められている年に２回

の消防訓練も実施されていますし

様々な被害を想定して地震や風水

害の訓練に取り組まれていますの

で、良いと思います。 

昨今様々な災害が発生していますし

予測できないものの方が多いです。 

今後も色んなパターンでの訓練の取

り組みをされてください。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法定研修の中でプライバシーについて

学ぶ機会がある。また日々の業務や毎

月の会議の中でも適切な声掛けが出

来ているかというのを一人一人の利用

者様を振り返りながら検討、確認をして

いる。個人情報の保護の観点から記録

物の管理を徹底している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者一人一人の尊重とプライバシ

ーの確保をしっかりとしてくださり、穏

やかに皆さん生活できているといつ

も感じています。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

出来る範囲で希望に添えるように個人

のペースに合わせて支援を行ってい

る。起床時間や入室時間などを本人の

希望や、体調等に合わせて調整をして

いる。ただ他の方との兼ね合いがあっ

たりすると希望通りにいかない場合が

ある為、その際には職員同士で声を掛

け合いその方のペースに合わせられる

ように工夫している。 
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28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事をするだけではなく、種や苗を植え

育てて収穫も一緒にしている。季節を

感じていただくこともできるし、昔を思い

出して畑仕事をされる方もいて生き生

きとされている。自分たちで育てた野菜

を一緒に調理しいただく事でより楽しい

食事の時間を楽しんでいただく事が出

来ている。食事終わりには食器拭きや

片づけなども利用者様にお願いし一緒

にしていただいている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

芋ほりなど、収穫も一緒にされてい

るのはとても良いと思います。 

配膳なども出来る範囲でやっていた

だくのも大切な支援だと思いますの

で続けていただきたいです。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事、水分の摂取量は記録にすべて残

している。体調や体重の増減と照らし合

わせ必要があれば主治医、社内の管

理栄養士に相談し適宜指示をもらって

いる。食事中も職員がその方のその日

の調子に合わせて介助や声かけを行

い、食事量が低下している方がいれば

どうしたら食べていただけいるのか、何

なら食べられるのかを本人様にもお伺

いしながら職員同士で情報交換を行い

検討しケアを行っている。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

週に 1 度歯科往診があり口腔ケア、治

療や指導を受けていただいている。ま

た月に 1 度歯科医師による職員向けの

勉強会があり、口腔に関する知識を高

め日頃の利用者様一人一人に合わせ

た口腔ケアに活かしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食べられるという事はやはり大切だ

と思います。口腔ケアもしっかりとさ

れていて良いと思います。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護記録ソフトを使用し、排泄記録をつ

け、一人一人の排泄パターンの把握に

努めている。介助が必要な方もタイミン

グを考えて誘導したり排泄サインを出

来る限り見逃したりしないように工夫を

している。排泄を自然に促すためにも

日中は出来るだけ体を動かしていただ

ける様に様々なレクリエーションを行っ

たり、下剤に頼らないように飲み物を牛

乳にしたりするなどの工夫をして便秘

予防等にも努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排泄というのはとてもデリケートな部

分だと思います。 

工夫されているようにといつまでもト

イレで排泄できるのが嬉しいと思い

ますので頑張って続けてほしいで

す。 
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32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入浴用のリフトを導入したことにより車

いすの方でも湯船に入っていただく事

が出来ている。お風呂の温度も個別で

調整を行い、湯冷めをされないように部

屋の温度を上げ快適に過ごしていただ

けるような工夫も行っている。 

業務の都合上、入浴時間を決めてしま

っている為、一日の中で好きな時間に

入浴していただくという事は難しいが、

その中でもその方のタイミングに合わ

せて入浴していただけるように声かけ

を行っている。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その日の体調や状況に応じて休息の

声かけ等を行っている。居室で休まれ

る際には室温や湿度などを確認し、安

眠できる環境づくりを心がけている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

処方された内服薬に関する情報を書類

にまとめ職員全体で情報共有を行って

いる。薬の変更や頓服薬に関しても記

録に残し、申し送り事項として共有をし

ている。 

また日常生活の中で変化があった場合

には看護師、主治医に報告、相談をし

て薬の変更や容量の増減を適宜行って

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

服薬についても記録に残していると

いうのは安心が出来てよいと思いま

す。命に関わる事もあると思います

ので、気を付けて頑張っていただき

たいです。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一人ひとりの「出来る事」「出来ない事」

「少しサポートすれば出来る事」と把握

し役割を持ってもらっている。入居され

る前に本人の好きな事をお聞きし楽しく

過ごしていただけるように支援をしてい

る。 

家族会会長様より「職員、皆さんが

よくみてくださっていて、とても安心

しております」とお言葉をいただく。 

    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

昔よく行かれていた場所に花見や初

詣、紅葉狩りに行き日々の買い物に一

緒に付き添っていただいている。コロナ

流行後以降制限させていただいてい

た、外泊も今年から可能となり、去年に

比べて外出や外泊をされる方が増え、

家族様との時間を過ごしていただく機

民生委員様より「たくさん行事の写

真が貼ってありますが、どの写真

も利用者様が楽しそうにされてい

る印象です。外出はまた違った楽

しみがあると思いますので、これか

らも続けてあげてください」とお言

葉をいただく。 
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会が増加した。職員体制、業務上の都

合により好きな時間、場所に外出する

事は出来ていないが出来る限り本人の

様子を見ながら外出支援を行ってい

る。 

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

金銭管理は家族様にお願いをしてい

る。ホームでの物品の購入や支払いな

どはすべて立て替えをさせていただい

ている。買い物に一緒に行った際には

「こっちの方が安いよ」「これいいよ、お

いしそうなわ」などの話を利用者様とし

ながら買い物をしている。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

希望があった際には、電話で家族様と

やりとりをしていただいている。個人で

携帯電話を持たれている利用者様はご

自身のタイミングで連絡を取り合ってお

られる。家族様からの手紙や荷物が届

いた際には御礼の連絡をしたり返事が

書けたりできるように声掛けや支援を

行うようにしている。暑中見舞いのはが

きや年賀状を毎年家族様にお送りして

いたのだが今年は出来なかった為来年

はぜひ利用者様と一緒に取り組みた

い。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者様の身体能力に合わせて歩行

器具や車いすなどの使用を行ってい

る。床は段差のないような作りになって

いるが、椅子や物など足元を邪魔する

ものがないかどうかも常に気を付けて

チェックするようにしている。 

季節ごとに作品を利用者様と作り、ユ

ニットの壁や階段、玄関などに飾って季

節を楽しんでいただいている。またホー

ムの庭で育てた季節の花を飾り季節を

感じていただけるような工夫をしてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ホームページなどを見させていただ

いても掃除の重要性について記載さ

れていました。玄関だけでなく様々な

ところで季節感を感じられる工夫をさ

れていて非常に良いと思います。 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         
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40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

不自由をしていない。食事も満足できる

ようなものが出てきて、不満なく過ごせ

ている。「ありがたい」ばっかりで安心し

て過ごせている。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

色んな人と関われて楽しい。好きな友

達と思える人が多いから楽しく過ごせて

いる。町内にいるからこそご近所さんや

知り合いと再会する事が出来てうれし

い。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

不安や不満な事がなく充分安心して過

ごせている。何かあればすぐに病院へ

連れて行ってくれるし安心できる。トイレ

やリビング、居室が綺麗。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

色んなところで気配りをされていて、

本人主体の生活が出来ているようで

良いと思います。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

安心、安全で過ごせている。洗濯物干

し、畳みが私の担当。自分のペースで

気ままに過ごせている。職員さんにトイ

レのことやお風呂の事を気にかけても

らってありがたい。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

馴染みの物を置けて、私の部屋は良い

よ。過ごしやすい。 

気に入って過ごせている。清らかで自

分の空間になっている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

テレビや仏壇など好きなものを持っ

てこられるのは安心出来てとても良

いと思います。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外出が出来て、近くの良いところへ連

れて行ってもらえて良い。長距離すぎず

遊びに行けてよい。外へ出るのはしん

どい年だから、ここで楽しい事をしてお

いしい物を食べる方がいい。 

民生委員様より「外出をしたりする

のは大変だと思いますが、ここは

いろいろと取り組まれていて利用

者様も喜ばれているのではないか

と思います」とお言葉をいただく。 

    

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

行事があって、楽しく過ごせている。洗

濯物干し・畳物の役割があってよい。出

来る事は何でもしたいからありがたい。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

色んな人と楽しくおしゃべり出来て楽し

い。他の人に対して不満もなくほどほど

に過ごせている。自分のペースで過ご

しているから、特に何もない。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者様から A 評価を受けている

のはとてもいい事だと思います。続

けていってほしいと思います。 
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48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

時々外出出来てよい。外へ出るのがた

いぎいからなあ。ドライブが楽しかった

からまた行きたい。 

盆踊りも行けたし、紅葉も見る事が出

来たしとっても楽しく過ごせています。 

家族会会長様より「家にいると何も

してあげられないけどここは楽しく

すごさせていただけるので感謝し

ています」とお言葉をいただく。 

    

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員さんが穏やかで感じがとっても良

い。清潔感があって、過ごしやすい。 

民生委員様より「ここでの報告を聞

いているととても皆様が楽しそうに

されているのが伝わってきます。事

故が起きても対策を考えられてい

るので安心されているのではない

かと思います」とお言葉をいただ

く。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

いつもここは家族のように暖かい場

所だなと思っています。これからも大

切にしてほしいと思います。 

 


